
　令和3年度「瑞山会 総会兼代議員会及び懇親会」は新型
コロナウィルスの影響を鑑み、2月理事会にて会則第12条
３に基づき「3月時点にて緊急事態宣言が継続中ならば開
催中止」とのガイドラインが決定し通常の「総会兼代議員
会・懇親会開催」は中止となりました。5月1日に理事会を
Zoom及びリアルの2通りで開催し、今年度「瑞山会総会
兼代議員会・議案」が決定。議案の採決方法は細則３会議
規定第7条に基づき、理事及び代議員の表決による事にな
りました。
　議案に対する結果は以下の通りです

5月1日現在　役員（理事・代議員）数　98名
6月15日回収葉書数　84通、回収率　86％
賛成（可）84通、反対（否）0通
但し：1号議案（活動報告）2号議案（決算報告）に対し、
採択必要無しとの意見を1件頂きました。

以上の通り、全議案が原案通り採択されました。
　　

※各議案の開票実数については瑞山会HPに掲載致しており
ます。尚、表決に際して寄せられました役員からの意見要望
については令和４年総会（6月第3土曜日開催予定）にて報
告させて頂きます。

令和3年度　瑞山会総会兼代議員会　議案は提案通り採択されました

ご挨拶　瑞山会 会長　村井 清（6期生）

日頃の温かいご支援に深い感謝　理事長・学長　郡　健二郎

瑞山会会報
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名古屋市立大学
経済学部同窓会

　母校名古屋市立大学開学70周
年Yearの只中に会報をお届けす
ることができました。
　中国・武漢に端を発したともい
われる新型コロナ禍も足掛け3年

となります。こうした中で会員の皆さまには昨年9月に
開催しました総会兼代議員会で開学70周年記念事業寄附
金として1万人の会員一人当たり5百円にあたる5百万円
を承認いただき厚く御礼申しあげます。また個人として
も寄附いただきましたことに感謝申しあげます。このこ

とは会の目的のひとつ「母校の発展に寄与」が果たせた
こととなります。6月1日に関西支部が発足しました。設
立にご尽力された関係者の皆さまには感謝申しあげる次
第です。この関西支部は2017年に発足しました関東支
部に続くものですが、名市大開学70周年Yearに華を添え
る形となりました。今後関西地区在住会員の盛り上げで
発展することを切に希望するものです。
　最後にコロナウィルスワクチン接種が加速度的に進ん
でいます。コロナ終息に展望が見えてきた感がありますが、
会員の皆さまのご健勝を祈念して挨拶とします。

　新型ウイルス感染症が未だ終
息しない中、瑞山会の懇親会も
中止となり、会員の皆様と懇談
させていただくことができず残
念に思っております。そこで本

稿では、瑞山会の設置目的の一つである「母校の発展に
寄与すること」に深く感謝しつつ、その観点からご挨拶
をさせていただきます。
　瑞山会は近年、村井会長のリーダーシップのもと会員
が結束され、名市大に10ある同窓会の中でも一際存在感
ある活動を通して、名市大の大学運営に温かいご支援を
賜っています。大学を代表して深く感謝申し上げます。
　開学70周年記念事業においては、村井会長自ら企業回
りをしていただくなど、瑞山会ならびに個人会員から多
額のご寄付を賜りました。お陰で当初計画の募金額を達
成することができ、山の畑キャンパスの「学生会館」を
全面改修し、会館内に「大学史資料館」と「同窓会交流
室（Ivy Room）」を新設しました。多くの方々に訪館し
ていただき、名市大の輝かしい伝統と歴史に触れ、愛校

心が一層高まることを期待しております。
　瑞山会関西支部（2府4県、会員数198名）を設立され
ました。おめでとうございます。今後は、2017年発足
の関東支部（1都4県、会員数415名）と連携され、名市
大を全国区の総合大学に盛り上げる牽引力になっていた
だけるものと喜んでおります。
　名市大在校生は近年、瑞山会の皆様との交流を通して、
社会で活躍する先輩が多いことに自信を高めています。
この1年余りは表立った活動はできませんでしたが、こ
れからも後輩を親しくご指導いただき、名市大の発展に
つなげていただきたくお願い申し上げます。
　最後に、名市大の最近の取り組みを列挙します。今春
には名古屋市東部・西部医療センターが大学附属病院に
なり、新型ウイルス感染症に対しは診療・教育・学生指
導などに日々追われており、またデータサイエンス学部
を2023年4月新設に向けて準備中です。これらは追って
詳しくご報告申し上げます。
　引き続き、名市大への温かいご理解とご支援をお願い
申し上げます。
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■令和3年度役員名簿　氏名の○印は新任

●令和2年度(2020年度）　決算報告
第43期収支計算書

（自令和2年4月1日　　至令和3年3月31日）
（収入の部） （単位：円）

勘定科目 予算額（Ａ） 実績額（Ｂ） 差額（Ａ）－（Ｂ）
会費収入

（新入会費 245 名分）
4,740,000 4,740,000 0

各部預金利息 100 105 -5
基金利息 1,600 679 921
基金取り崩し 4,564,300 3,376,200 1,188,100
その他収入（注） 180,000 0 180,000
名簿発行引当金繰戻し 0 0 0
収入計 9,486,000 8,116,984 1,369,016
（注）総会後の懇親会、ゴルフ、ホームカミングパーティ中止により参加費収入無し

（支出の部） （単位：円）
勘定科目 予算額（Ａ） 実績額（Ｂ） 差額（Ａ）－（Ｂ）

名簿発行引当金 100,000 100,000 0
名簿管理費用 200,000 135,052 64,948
会報発行費 1,100,000 1,032,835 67,165
総会費（注 1） 1,400,000 1,104,717 295,283
事務運営費 675,000 384,273 290,727
通信費 103,000 45,324 57,676
事業費 725,000 208,584 516,416
経済学部寄付金（注 2） 183,000 106,199 76,801
臨時費用（注 3） 5,000,000 5,000,000 0
支出計 9,486,000 8,116,984 1,369,016
当期剰余金（注 4） 0 0 0

合計 9,486,000 8,116,984 1,369,016
（注1）総会後の懇親会中止、総会のみ実施 
（注2）成績優秀者2名、公認会計士取得者1名表彰・海外留学者1名助成 
（注3）70周年記念寄附金   

●令和3年度（2021年度）　予算
第44期収支計算書

（自令和3年4月1日　　至令和4年3月31日）
（収入の部） （単位：円）

勘定科目 予算額（Ａ） 前年実績額（Ｂ）差額（Ａ）－（Ｂ）
会費収入（注 1） 4,460,000 4,740,000 -280,000
各部預金利息 100 105 -5
基金利息 400 679 -279
基金取り崩し 0 3,376,200 -3,376,200
その他収入（注 2） 120,000 0 120,000
名簿発行引当金繰戻し 0 0 0
収入計 4,580,500 8,116,984 -3,536,484
（注1）新入会員
（注2）223名事業部開催行事参加費120,000円（ゴルフ、ホームカミングパーティ）

（支出の部） （単位：円）
勘定科目 予算額（Ａ） 前年実績額（Ｂ）差額（Ａ）－（Ｂ）

名簿発行引当金（注 1） 100,000 100,000 0
名簿管理費用 150,000 135,052 14,948
会報発行費 1,000,000 1,032,835 -32,835
総会費（注 2） 700,000 1,104,717 -404,717
事務運営費 705,000 384,273 320,727
通信費 81,000 45,324 35,676
事業費 815,000 208,584 606,416
経済学部寄付金（注 3） 258,000 106,199 151,801
臨時費用（注 4） 0 5,000,000 -5,000,000
支出計 3,809,000 8,116,984 -4,307,984
当期剰余金 771,500 0 771,500

合計 4,580,500 8,116,984 -3,536,484
（注1）次期限定名簿改訂予算分割計上（毎年10万円）
（注2）総会・懇親会は中止　総会中止連絡はがき、役員宛はがき等費用
（注3）成績優秀者3名、海外留学助成3名、OB講座

※退任理事： 荒深　美和子（9期生）

理事

庶務部（17名）

事業部（12名） 会計部（6名）

編集部（23名）

渉外・広報部（3名）

近藤　敏之

山中　誠二

鬼頭　　等
伊藤　　孝
朝倉　伸也○
倉地　弘美
森　美智子
盛林　義久
木村　　剛
奥川　哲也
吉田　和生
鳥羽　義人
真下　恭史

小坂　英雄 
伊熊　啓人 
中野　重治 
矢川　康治 
松川　倫典 
橋本　光生
服部　篤典 
湯浅　伸庸 
毛利　　正 
石川　勇治 
柴田　光晴 
家田　嘉人 
松浦　理早 

12期生

14期生

3期生
6期生

10期生
14期生
14期生
15期生
17期生
18期生
20期生
21期生
24期生

4期生
6期生
6期生 
6期生

16期生
18期生 
18期生
18期生
20期生
21期生
22期生
23期生
28期生

村井　　清 ６期生 （山本）

山田　一利 ６期生 （山本）

田中　喜夫 ７期生 （岡崎）

森　　麻矢 28期生 （塩見）

中野　重治
田中　喜夫
吉田　和生

６期生
７期生
20期生

（山本）
（岡崎）
（國村）

水野　　誠
（名簿担当）　

中村　英利
　（HP担当）　

13期生

20期生

（宮川）

（西田）

櫛田　久代
企画会議メンバーが兼務

40期生 （森田）

（西田）

細野　博行 ６期生 （山本） 吉田　和生 20期生 （國村）

（安藤）

光岡　正和 14期生 （宮原） 稲垣　謙二 18期生 （國村）

（岡崎）
（山本）
（木村）
（松永）
（塩見）
（松井）

（辻）
（宮原）
（國村）
（牛嶋）
（根津）

佐藤　忠彦 
木河　勇二
森　　康二
中村　彩子 
長谷川真次 
浅野　雅幸
高木　敏行
荒木　靖也
伊藤　佑真
稲波　幸憲

1期生
21期生 
21期生 
21期生
25期生
35期生 
38期生 
44期生 
49期生
53期生

（金子）
（岩橋）
（内藤）
（安藤）

（多和田）
（松村）
（前田）
（吉田）
（中山）
（高橋）

柴山　昭三
児島　和世
坂口　美穂○
早川　弘晃

4期生
22期生
30期生
36期生

（中居）
（國村）

（多和田）
（宮原）

前田　勝昭 
長江　　渉

１期生
６期生

 （岡崎）
（牛嶋）

粟野　泰次 
前田　勝昭
菊地　修一○

１期生
１期生

 （大山）
（岡崎）

山の畑事務長

（山本）
（妙見）
（山本）
（西田）
（塩見）
（醍醐）
（安藤）
（安藤）
（松井）
（上村）
（神山）
（星野）
（星野）

●会長　　　　　卒業期　    ゼミ

●編集部長

●渉外・広報部長

●副渉外・広報部長

●副会長

●副編集部長

●理事

●庶務部長

●事業部長 ●会計部長

●副庶務部長

●副事業部長 ●副会計部長

●庶務部担当

●事業部担当 ●会計部担当

幹事

顧問

●編集部担当

田中　多聞
水野　　誠
吉村　　篤
林　　果歩

31期生 
32期生
50期生
52期生

（程島）
（藤本）
（吉田）
（高橋）

松澤　孝宏 
森山　貴博　　 
新美　雅子 
田中　　駿 
津田　捷平
柴山　宗馬
鈴木　虎太郎○

33期生
34期生
44期生 
49期生
51期生
53期生
54期生

（藤本）
（塩見）
（大野）
（吉田）
（吉田）
（余合）

（河合篤）
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昨年10月に名古屋市立大学は開学70年を迎え各種関連行事が計画されておりましたが、
昨年1月以降の新型コロナウィルス禍により多くの行事が中止又は規模縮小を余儀なくされました。
その様な事態の中ではありましたが瑞山会会員の皆様からは各種のご支援、ご協力を頂く事が出来ました。
以下に皆様から寄せられましたご協力のご報告並びに記念事業の一部ご報告を申し上げます。

名古屋市立大学
開学70周年記念事業ご報告

　“山の畑の学生会館改修”及び“各学部キャンパスの設
備充実”を主たる記念事業として設定され、皆様に多大
なご協力を頂きました「名市大開学70周年記念事業寄附
金」は、平成30年（2018年）10月よりスタートし、本
年令和3年（2021年）3月31日をもちまして一区切りと
させて頂きました。
　2年半に亘ります期間中、全国の瑞山会会員の皆様、
企業支部、地域支部、広域支部所属の皆様、瑞山会総会
等の各種事業に参加頂きました各会員の皆様、更に会員
が勤務されます企業様から多くの寄付金をお寄せ頂きま
した。お預かりしました金額等のご報告を以下に申し上
げます。

目標金額　瑞山会と教員・剣陵会合わせて2,000万円　
最終金額　会員個人寄附金625万5,053円+瑞山会寄附金

500万円+企業寄附金435万円
合計1,560万5,053円　目標に対して達成率
79.2% 延べ寄附件数は196件。
（本件数には教員、社会人大学院OB会剣陵会
会員も含まれます）

　　　

■寄附金をお寄せ頂きました企業は9社様（五十音順　敬称略）
愛知銀行、愛知スズキ、オーエスジー、シーテック、住友
電装、 豊田合成、トヨタ自動車、豊田自動織機、トヨタ紡織、
リンナイ　以上です。　
ご協力を賜りました皆様方に対しまして改めて御礼申し上
げます。

＜外観写真＞
　開学 70 周年記念のメイン事業の一つとして、滝子キャ
ンパスに有りました学生会館が昨年 10 月 31 日（土）リ
ニューアル開館。新たに「山の畑会館」と命名されました。
　1 階の学生食堂は「そてつ食堂」として新規オープン。
2 階には「NCU ホール」と「NCU ラウンジ」が設けられ、
NCU ラウンジには「談話室・大学史料館・Ivy Room（同

窓会が利用可能な会議室）」があります。
　以下に「山の畑会館」NCU ラウンジの諸施設をご紹介い
たします。

＜史料館＞

　「史料館」には名市大の前身である明治17年（1884）
に誕生した名古屋薬学校以降の永きに亘る歴史が詳細に説
明展示されております。史料館は大学の歴史に関する資料

＜談話室＞
　打ち合わせスペース、各サー
クル活動PRコーナー、お茶室な
どが整備されております。

Ⅰ.「開学70周年記念事業寄附金」へのご協力御礼とご報告

Ⅱ.「山の畑会館」オープン

を収集、保管、調査し、その成果を
展示し発信する拠点となります。在
学生、卒業生、教職員が建学の志、
以後の発展のためにその情熱を共有
し将来の飛翔の礎とするものです。
　皆様も是非ご覧いただきます様お
勧め申し上げます。

※開館時間は　平日　午前9時から17時迄　
　展示資料の内、瑞山会会員の皆様から寄贈を頂きました
資料を一部ご紹介させて頂きます。
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１.「八高古墳」関連資料
　　　

　伊藤 利和様（7期生 昭和49年卒）が発掘された貴重な出
土品と発掘当時のメモの展示がされております。現在の山
の畑会館のすぐ脇辺りから発掘された様子が記載されてお
ります。

２.「学生生活の歩み」コーナー
　　　

　瑞山会会員各位から提供いただきました各種の経済学部
関連資料を展示。
　中村 静雄様（5期生 昭和47年卒）からは以下の資料寄贈
を頂きました。
  「市大経済　創刊号〜5号」、第22回市大祭 パンフレット」
及び「第20回1969年 市大祭ポスター」　
　左掲示は中村 静雄様の従兄弟　瀧本 貞夫様（東京芸術
大学卒）の作品

小島 裕雄様（1期生　昭和43年卒）からは「市大祭」を撮影された8ミリフィルムの寄贈を頂き
ました。
　寺町 信雄様（1期生 昭和43年卒）（瑞山会設立メンバー）からは「学位記（修士）第1号」となっ
た学位証を寄贈を頂きました（左掲示）。
　　　　
＜皆様へのお願い＞「史料館」としては皆様から資料の寄贈をお願いしております。
教科書（書き込み歓迎）、ノート、レポート、受験票、合格通知、学生証、学生便覧、
卒業アルバム（古いもの）、部活動記録、等々です。　
連絡先　名古屋市立大学学術情報室　ncu-archives@sec.nagoya-cu.ac.jp  宛です。

懐かしい「市大経済」創刊号～5号

　名古屋市立大学は記念事業の一環として「開学70周年記
念誌」の編纂を進めて参りました。「記念誌」は本年3月完
成。より多くの皆様に、記念誌の内容をご紹介する事を願
い「名古屋市立大学70年史特設サイト」が公開されました。
大学設立経緯をはじめとし、各学部・研究科の歴史も詳細
に記載されております。

　「学部・研究科紹介」の経済学部紹介内には”瑞山会の
あゆみ”と”活動紹介”も記載されておりますので是非ご確
認いただきます様お勧め申し上げます。
「70年史特設サイト」は下記アドレスです。
https://www.nagoya-cu.ac.jp/70years/index.html

昨年、新型コロナウィルス対策の為、70周年記念行事が多く開催中止又は延期となりましたが、
今年度、以下の行事が計画されております。

現下の諸事情から多々変更の場合もあり、非常に流動的な状況です。
各行事の開催・若しくは中止も含め詳細につきましては決定都度、瑞山会ホームページにてご案内させて頂きます。

１. 名古屋市立大学開学70周年記念コンサート

２. 名古屋市立大学開学70周年記念式典

11月21日(日)　午後6時開演　会場：愛知県芸術劇場コンサートホール
演奏曲目：ベートーヴェン第９交響曲（合唱付）他

令和4年2月19日(土)　午後2時15分〜5時
会場：名古屋マリオットアソシアホテル

Ⅲ. 開学70周年記念誌「名古屋市立大学70年史特設サイト」開設ご案内

Ⅳ. 名市大開学70周年記念行事の予定ご案内

＜同窓会室「Ivy Room」＞
（アイビー ルーム：現役と卒業生が長く連携を保ち成長する様にと
の意を込めて）内部には各同窓会の各種備品と書類用ロッカーが設
置され広さは最大５m×8ｍで20名程度の会議が可能。　　
　　　　
【「Ivy Room」の利用方法】名古屋市立大学のホームページに、使
用条件申込方法、申込書を掲載致しております。ご利用の際には上
記にアクセス頂き、利用者ご自身で申込をお願い致します。
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　4月6日（火）山の畑キャンパス経済学部棟にて令和3
年度新入生230名へのオリエンテーションが実施されま
した。大学からのガイダンスの後に村井会長より「瑞山会」
プレゼンテーションを実施。会の歴史、活動状況を紹介

するとともに、第一線で活躍する先輩達の紹介をさせて
頂きました。今回はコロナ対策もあり、2会場に分けて密
を避け実施。新入生の真剣でフレッシュな眼差しで聞い
て頂き、大変うれしく思うとともに頼もしさを感じました。

氏名：田辺まりな　3年生
留学先：ドイツ　ルートヴィクスハーフェン経済大学
期間：2019年9月12日～2020年3月20日

　今回の留学では、新型コロナウイルスの影響を受け、途中
帰国という不本意な結果になってしまいましたが、予想外の
緊急事態の中での対応力、危機察知力、判断力の重要性を学

びました。又ドイツでの生活体験で大きな自信がつきました。
この留学を生かし、現在海外と日本との架け橋となる就職先
を目指してます。その為にビジネス英語力を更に磨いていく
つもりです。刺激的で濃い半年間をドイツで過ごせた事を糧
に、残りの大学生活の中でも様々な事に挑戦していきたいと
思います。

　８名の講師（瑞山会会員）が、１〜３回ずつ、オムニバス
形式で授業計画欄に記載の内容で講義を行います。

　担当講師及び講義テーマと担当月日は以下の通りです。

■Report  留学支援制度による帰国報告

名市大OBによる「社会人講座」の紹介……2021年度実施予定

新入生オリエンテーション

1　 都島忠比古 第3期 1970年卒
卒業年 講義日程経　歴名　前

元東海東京証券㈱　役員 （9月28日、10月5日・12日）
「証券ビジネスの金融市場での機能、背景、経緯を見ながら証券ビジネスを具体的に論じる」

2　 村井　　清 第６期 1973年卒 元トヨタ自動車㈱　担当部長  （10月19日・26日、11月2日）
「自動車誕生・発展の過程、自動車産業の今後の課題及びTPS(トヨタ生産方式)の概要を論じる」

3　 松久　晃士 第38期 2005年卒  ㈱ワーク・ライフバランス　上級シニアコンサルタント
松久商店創業、元トリンプ社員 　(11月9日・16日）

　「人生に欠かせない“働”の描き方を考える。人と違う”働”、“働を楽しむ”、働き方の“多様性”を論じる」

8　 片山　　守 第11期 1978年卒 前トヨタモビリティ東京㈱　代表取締役社長  （2022年1月25日）

（12月14日・21日）
「運営のための、ＡＩＤＭＡの法則に即したデザイン法則。効率的・効果的なメディアコンテンツ作成演習」

7　 森　　麻矢 第28期 1995年卒 食育トップナビゲーター・カラーアナリスト・
ファスティングインストラクター等 （2022年1月18日）

　「“副業時代”～興味深い通販の歴史と展望～を多種多様な就業経験から多角的実践論的に論じる」

6　 田中　喜夫 第７期  1974年卒 東海学院大学　理事・評議員総合企画室長　
元愛知県私立大学広報委員長 　（2022年1月11日）

　　「広報の重要性」1．広報活動の基本知識  2．販売促進と企業広報の違い
3．メディアとのリレーション作り　4．注目を得た広報展開　について論じる」

　　「トヨタの国内販売変遷と対応」を各視点で論じる 1．トヨタ自工とトヨタ自販　２．国内流通政策の推移
3．百年に一度の大改革　4．自動車販売店の対応と働き方改革　5．全国に先駆けた東京直営店統合

5　 中村　彩子 第21期 1988年卒  ㈱プラスチックプロ代表取締役　歌手（東山 綾）

4　 伊藤　善広 第13期 1980年卒 元㈱愛知銀行常務取締役、現愛銀リース㈱代表取締役社長
　（11月30日、12月7日）

　「世界・日本経済情勢、金融行政変化への対応を地域金融機関の戦略・戦術面から実体験から、論じる」
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………………………………………………………………………………………………………
●第75回　ゴルフ大会

2021年10月16日（土）開催予定
………………………………………………………………………………………………………
●山の畑ホームカミングパーティ

コロナ禍で開催可否を検討中
………………………………………………………………………………………………………
●令和4年交流会総会

2022年2月19日（土）
名古屋マリオットアソシアホテル

………………………………………………………………………………………………………

■成績優秀者2名 ■公認会計士
板垣 拓海さん 三浦 由貴さん 児島 隆正さん

　名古屋市立大学は、学生に対し“学びの機会”を確保すべ
く様々な支援を行っており、新型コロナウィルス感染症の
影響に伴う修学支援も行っております。
　経済的理由により修学困難な学生を応援する基金として
「名市大生みらい応援基金」が有ります。
　具体的な支援内容は　１.授業料減免事業　２.給付型を
はじめとする奨学金事業等です
　趣旨にご賛同いただき、ご支援をお考え頂ける方は、下
記の電話又はメールにて事務局総務課基金担当までご連絡
願います。

　「寄付申込書」をお届けし「振込依頼書」を郵送させて
頂きます。「振込依頼書」に所定事項をご記入頂き最寄り
の金融機関でお振込みください(必ず 金融機関窓口にてお
振込みください)。
　　　　　

※連絡先　名古屋市立大学 総務課基金担当
TEL 052-853-8005
 (土曜・日曜・祝日を除く 午前9時から午後5時)
FAX 052-841-6201
 (土曜・日曜・祝日を除く 午前9時から午後5時)
E-mail：shomu0@adm.nagoya-cu.ac.jp

転勤、転居、ご結婚、その他により各会員皆様の登録個人情報を変更される場合は
「瑞山会ホームページ」から変更登録が可能です。
「瑞山会ホームページ」https://www.zuizankai.jp 
アクセス用 ID：      　 PW：

瑞山会「関西支部」設立挨拶
　1973年卒6期生矢川康治です。瑞山会関西支部の設立に
つきまして令和元年(2019年)より準備を進めて来ていまし
た。本来なら昨年5月設立を予定しておりましたがコロナ
禍の真っ只中で延期せざるを得なくなり、結局は今年になっ
ても収まる気配なく設立記念総会・懇親会の開催は断念し
6月1日付け書面での瑞山会関西支部設立となってしまいま
した。設立に関しましては、関西在住の皆様へ確認させて
いただき75名の方より主旨に賛同するとのご回答を頂き設
立となった次第です、ご報告させていただきます。
　また、関東支部長小坂英雄さんから関西支部設立の祝電
を頂戴しこの場をお借りしお礼申し上げます。
　最後に、関西支部は活動も制約される中でスタートしま
したので、支部会員の更なるご協力と瑞山会の皆様のご支

援・ご協力を宜しくお願い申し上げます。
注１：令和2年5月30日(土)関西支部設立総会を準備するも、

新型コロナウィルス対策の為開催延期
注２：関西支部　会員総数　　2府4県　198名

代表　矢川 康治　6期（瑞山会理事）　

………………………………………………………………………………………………………

　昨年度から、コロナ感染対策から、支部会の活動が自粛
されており、今年度も予定されていた各役員会・総会・懇
親会を開催するに至らず、残念な状況になりました。（「瑞
名会」名古屋市役所は一部オンラインで実施）
　その為、支部会活動状況が会報に掲載出来ていません。
　今後、各支部にて計画されている行事が1件でも多く開
催出来る環境にまで回復し、来年度会報にて皆様にご紹介
出来る事を願うばかりです。
………………………………………………………………………………………………………

卒業生学業等優秀者表彰（瑞山会賞）

「支部活動報告」

今後の交流イベント予定

「個人情報変更方法」のご案内

瑞山会は現役学生の修学支援を推進「名市大生みらい応援基金」を紹介

………………………………………………………………………………………………………
●山崎川　さくら祭り

2022年4月第1日曜日予定
但し桜の開花状況を考慮し日程は見直しも検討

………………………………………………………………………………………………………
●第76回ゴルフ大会

2022年4月16日（土）開催予定
………………………………………………………………………………………………………
●令和4年度総会兼代議員会

2022年6月18日（土）　懇親会含め検討中
………………………………………………………………………………………………………

※コロナの感染状況等により延期、中止となる場合があります。瑞山会ホームページ等にて、案内させて頂きます。




